
第170回
名古屋市立大学医学会例会

Ⅰ.抑制性神経回路を利用したグリオーマ制御：カルシウムシグナルとエピゲノム

再編の理解

名古屋市立大学大学院 医学研究科

腫瘍・神経生物学 川内大輔 教授

Ⅱ.当院における外来心臓リハビリテーションの取り組みと地域医療への貢献

名古屋市立大学医学部附属リハビリテーション病院

循環器内科 山下純世 教授

Ⅲ.AI時代の臨床推論とEBM：不確実性に立ち向かうための「論理」と「技術」の統合

名古屋市立大学大学院 医学研究科

総合眞診療内科・総合内科 宮﨑 景 教授

閉会の辞

開会の辞
         一般演題 -3題- 17：35～

特別講演 -3題- 18：15～

1.高静水圧による心筋細胞収縮増大機構の解明
―TRPC6依存的なCa²⁺動態変化に着目してー

名古屋市立大学大学院医学研究科 薬理学   山口陽平

2. 腸内細菌叢と尿中メタボロームの統合解析による尿路結石形成機序の解明
         名古屋市立大学大学院 医学研究科 腎・泌尿器科学    磯谷正彦

3. マウス膀胱癌皮下腫瘍モデルにおける抗PD-L1抗体を担持した磁性ナノ粒子を
   用いた磁気温熱療法の治療効果
                 名古屋市立大学大学院 医学研究科 腎・泌尿器科学   権田将一

                

○医学部学生及び大学院生の方もふるってご参加下さい。
○この会への出席は大学院共通科目の単位互換に利用できます。

連絡先；名古屋市立大学医学会事務局 (内線 8084）

日時：令和8年6月22日(月)17時30分開会
場所：医学研究科研究棟 講義室B(11F)
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